
　て昇なるれ旨議準
しき分稜ぺとで会岐生
たたに　きのあ生　活
陛楚灘欝覆羅　格
てろ細年る是隅護三制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま浄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ　皆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と今さ四当竃劣男Σ房塁嵩究鍔差
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たをい年ん十該るを一い見活分年大　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　輿みうはも三融羅鍬鑓擁　縮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施’た意と’印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凝こ兄く基度に1て罠場ら向の月な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　領とがに準の麟辮蛎爵嵩証慕小　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にはあ基改新
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ特黛f臓定しる盈質改改応1報会活準藍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い鱗　引そい迄栞毒蓼蓼秘誉糧誘抑を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てす世上の生
匹　っ上行歯こ趣審基止　　　　　　　　　険ぺ論げ他活
　　　　　　　　　　意目　　　　補翻嘆離
　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤　償とき財忙行鞠翠羅簸唇蟹鵜標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕪で起政し政
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究り硬いの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保　 ま直こフゴ嫉堅きの消解いこ費さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陳　 し化と針　」：た伺費にのれこ氷　一
紘：二とヒ支発て三をれ準ス甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金　たのとが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　カ1折思出《年この出表、う》塗がr
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i協　　引いさ鵬罐蹴鯉翻提　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　め　そ上ま職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た　のげ究蘇零繍群歪聴言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　中は　福会保　 すを済経と想水　　　　　　　　　　　 と　で捌」　祉
生護　塁雇盆歪蜜著饗尊　　　　　　　　　賎　三与　霧
保嬬　と欺し爾わ必示窟　　　　　　　　 表　％ぺ　所
識改し帯に庁め蟹す　　　　　年引きの縣定　てのおがてがか
門に　利消け予むあに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一特　集一
での尉で彊い　捉生会の　　　　　つい意分
あ改政あ縮て当訴大福提こ　　　　てる見科　しがつまのの

羅　懸懸蝶．驚辮蔭灘継
意κ題し見一　次出生和保　　 的ののし岡　　いれ快をひ

縮糖機紹藤牒　に秘瑠委嘉雌羨あ柵らこら1飛保うた腱二r艦　　 ヲ，彗塊か従L一　　　簗っすレ

撃笹綿驚瀦報　準・冨」お糠瀬ぞ編しお’ヒあ糞費1偶ので分一蕾　　　弓1詔己算らび　　　査も邑亟

雌顧櫛鋸畷肇鯵上脇糠　舘飯髪なる縫　う・と普ゑ　か十い尋福け活筑さ雷　　駐では態あ
綴羅含傷あ鮨匠難擁賢あ篶饗害呈
　　　　　　　　　　　　会会　　　　　　　　らス敢近た
易縄腐の変相　　見き改昭　　　　つこ刊騨　　にの点づ那
にき長と動対1、　解積定和　　　　いこの門　　つ取をけ務
望向に考に的　変を極に四　r　　 てでこ勃　　い倣慨る側
め上よえ適欠魂勘あ飽つ±提　　 あはの科　　ていく改蝋

更容き済ものい　　の続の　　　　之にで既

一3一

○

・1・

＠

も

施、心賎風究耕飛の進す応、る状推
策比身　　　 学　 朗｛歩るじ経必が進
の較隙心今　化積かの必た済喫立α）

1一的簿鍔優　を：極し目嬰施の力監ち万
つ鍛児陳の　図的い覚が策変あ逓向てミ近対審施　 つに成しあ脅せり躍tと

　に策児策　てと果いり　んまてし

重は対の　行り嶺心圭長にすいま　な今たま　グ）力ら政相展蔑かとて
点児策電こく入　瑚究期対力1るし今ら後ちすしてiにれの談賎　かなか昭
的敢の点の必般児架　的応　対て後なさ璽くかあ対た興所　そらり鞄狸
に嶺推とよ要　爪　まなしく同策媛のいら　　しりし福施とめれ再ま　一
と祉進しうが麟傲ぺ展1ド権　児と匹こまなまま祉機とざか出し本＋

『発薯耀騒ゴ矯腸劉響欝賜窪圏誘響臨、綿こ厳舗
に業．な棚
努縦点祉
めをがの
なふ多現
けきく状
れλ　 を

ばて，私み

の昭五四嘆究　へにの治
約和％十　　第　つ発災’曽。八）隼まわ二　 いイ1三方

臨糊』話奮欝　　　萎施
船男鰭今呈灘讐　　　1行
　　　　　　　　　　　　　　　　一馨

讐轟盈嚢嚢媛墾募篭蒙美｛…i糞

ま　な戦のの剰家区の
す　り　福低等族の多非
　　ま鰹祉下の化増発行

敬の築けあのの戦年祉
意方のるり問児後を法
裏　が推児まの童の迎が
　た進澱す寧禰荒え廊
すのに禍9業祉廃る行

磯難羅㌶繍
ま頓も堕か喰そといの施
た達今㍑も　こ十て隙策
刷す後児計憂嘆年著害の
1題篇縮今獣1蹄
　う年しに書峨遅　 対遅
心に間て拡兜　れ先すれ
身努のも充の重て進るが
1蹟ソ1う施すた度い寵蜜施目
窃しち策るめのる國餓だ
のたにをとの心ζのの隻
苑い先充と施身隠状犠イEと進異も灌1照わ況｛前と’
1県哲諸しくにミ定害れと等く
因λ国　　阜児て比の穫
とまσ）遅右：急をい較面
そす水く兜にはますに煎
の。準とのしじするお度

（％神お人究対でもりて
総）の軌口　策あにまお
人娃人　のま脅軌健実軌
口　口昭都共　 全

の昭約和市　さこにこ人
六和四四へこらの育の口
〇七五十ののにた成限の

る約（隅現のる児賎少顕
と七総　故減必童　人著
推O人型が少要の極口の
定o口曝進とが鰹めをも

購締灘辮難駿墾難藻畷顯馨螺篶
詔顯鰐締齢醜蟹響羅扇望述翻薄縫論翻

撮
誕
讐

の朔周え所全の進”とを祉琴年の動こがじ策るら画ら要進加費よ
■御展年まの育よ展子地した棋　侵分にとそて畦とにをれ保行は生る
活のを究活凪うにど域たて務家　野期との礁　汚保た承育に今活労
躍た迎　動施なもも建の　所庭児に錯な第進輿え育て究兇伴後水働
をめえ　に策一つ角属も家に児鎗お致り・・4しく　ま対て　意妓さ粥力

闘奪§縢編號膿羅麟究簗灘鱗蟹
一2一

雛羅灘・難羅懸雛盤一昂



莞鰭隷父　◇醐説綴駄窯群蝶熟　…ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墓

課朧灘轄躍畿等中茎鍵萎雛
雛膳購奪櫻籏製羅塗罐嚢雛離

生活と福祉
第145号

ある彫生部長の昨今・……山崎　卓”岐1）

児窟福祉濠施行二十周年にちなんで

　　　　　　　渥美節ヲミ””（2）
一特祭一

43年度の生活保誕・川・一……・…・一一・（51

＜＞第24次み暫汽1監改，E一”一・』ワ：輩三省保巡課（5）

◇爽距要瓠の改i応…彫蛋省保灘躁甲”（8》

◇阪療扶助迎鴬嬰領の一邸改正
　について……・…一厚乙1三省保護陳””q5）

◇熊稻傑護監鳶方針一彫雄省生活保慶
　　　　　　　弼｛査参り写宮当≦（16，

水　福祉のここる
　　劣箸愚？　＿＿一・＿一…・・一（2P

脈隔窪葬家
海外資料一げ・甲一レー一一一9・一レ藤田貴恵二子””く22｝

監査メモ・”…一…・・””・一”児玉良男”・・（24》

腕者の声一吟一一一・・“一亀“一一一密原茂魯…｛24）

　　　カツト　渡辺干代樹

て
の以
仙h
のの　＿
扶よ助う級
客壕地
稲薪四
加扶人鋸黎　世　　i5舌i
よfI『；帯

鑑蔭．で腺i
灘i』随…障…
除．

　　四
≧，等O
鰻が○
皇驚門
摺毒の
段染増
（継t雛舅
、体場
雍野
難馨

四れ

一5一

●

●

昏

塞蜘嘩　　◇嘉薯
活ノ，墾礎円三一基で五

離羅棚除繍●
崖雛コ職　騨の墨と　 一租　　 る記改礎収　○で　　。め
遡倥入　　　　　　　　る

が齢　　　 こ●F
も除額の一算別酉柚行
の累一二興し基　O准
で変共六　た礎＝　わ
あ繁　をo額掘一・級典
発努8｛雪8璽1駿臼81昭
　額○た門昭収に三1和
　を円額ま和入改　四
モ翻騨籠説　O一っの二別れ五年

　QOた収年飛菟円展　OOの入度礎　での
馴豊鯉癬委勤

　寺杢緊8黍毒業滲あ
　た控金分鎖合塵庭力f』戯

●

の

を

携客騨身潔身黙器鞠開砦秘欝饗耀警衆羅

　　　加と
　　　算お生
　　　おり活
　　　よで扶
　　　灘・…の1
　　　鐸そ霞実i題

　　　ξ黎饒案
　　　我単明し
　　　5各し　、
　　　の組た◎
み

れと観改…
　　　よたおの
　　　之もり勧
　　　　の改出　　　　の善　口
　　　　うさい　　　　ちれ　　　　主有れ
　　　　な　 る
　　　　も次
　　　　のに
　　　　に1、
　　　　つそ
　　　　いれ
　　　　てら　・
　　　　述改
　　　　ぺ定
　　　　てさ

咋ゲれ飲算最的いら消は　　　のこ用は般で用会る概
年ルる食定終なるの費上さ　　伸ろの多世あや像政念
畷力1無糊ラ総齪　慕離翻螺睦耕
工はこをに断らゲののよ生　　そ奄の大寡こ消加か家ン四こ工よを最ノレほ格う活　　の　著と計れ費入ら計

　　　　　　　　　　　　係
＿食の五四＿（皇にト数
、物増O歳三東パこなには
蓋縫臼編畦袈蝿48
六「なにで男大ンう　て．
里六轟糠購傷残9
あ九　さ二業の上て　り％
幅あ嬉と魏生劉こ
　、増月四三市れ活　哲
　そ顧額五〇）た扶　が
郡1稿辮難奮

　の訳○が　四　忌～【　れ

　妻磐叛齢講を
　が飲円’リ3帯地一・と
　　　　　＿4∠

が冥八通活1　との見　パし水セこは伸
込七1に鄭ンのいぴまリセよのトよえ撚
れ八ンる改引うなと
るパト消善上にいし
こ1の費はげし面てとセ紳噺昭らてがみ
とンぴ物和れ生ある
奮み穀孕を痩能
。夷測全三と助らは
　質さ園年に燐で必
　水れ）度よ雌もず
　蟻て瑛のりがあし
　のい　経爽一免も
　仲る四済質三　適
　びの・見生パ　切

脚「・．盤騨　畷一



・表　　3 第24次生活保護基準改定の概要（1級地）、・～

第　23　次　改　定
　　（42年4月）

塘　24　次　改　短
　　（43‘卜4月）

摘　　　　　　　要

1。生活抜助薄．県
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表4 最低生活保障水準具体倒 衷1 生活扶助基準の推移（標準4人世帯 1被地）

標胆人世帯 老人2人世帯 丑子3人世帯 実施年月日 基準額 対前回比 指　数

夫（35歳）H雇 夫（70歳）無 母伽畿）

要（30歳） 妻（67震1無職 長男〔9壷） 昭和年月日 円 ％

長男（9歳）小3 長女1臓） 弟16次 35．4．1 8，914 四 100．0

長女（磯）

第17次 36．4．1
35年度 円 円 円

IO－344 16．0 116．0

1級地 11甲044 5，421 8－890 第B次
　　　1

37．4．1 12，213 18．0 137．0

4級地 7，996 3，88L 6，667 第19次 38．4．1 14，289 17．0 160．3

姻渡 第20次 32．4．1 16｝147 13．0 181．1

1級地 職2曳 12，551 17，599

第21次 40．4．1 18，204 12．O 204．2

4扱地 17，077
91215 13，835

一　一

43年度

第2ビ次 4t．4．1 20，6硫 13．5 231．8

一、
一イ訊地 詔，785

、
19，30巳

　～

25，2協 第23次 r12。4．1 23，451 13．5 263．1

4扱地 2｛，565 13，775 18，376 第24次 43，491 26，500 13．0 297．3

衷1　生活扶助基準の推移（標準4人世帯1被地）

表2プ般勤労鵬と被保護労働者鶴の消費支出額の格差

束 京 都　　区　部

一般勤労滑世帯 被保護労働者世帯 格　差・

1人当たり
溝費支出A

指　数 1人当たり
消費支出13

指　数 （B／A）

Fj
円 ！ノ0

昭和35年度 9，Q39 100．Q 3，437 1UO．0 3δ．0

36年度 10，295 113．9 4，275 124．4 41．5

37年度 i1，203 123．9 4｝9δ4 145．（〕 44．5

38年度 13，291 147．〔） 5，883 171．2 44－3

39年度 13，870 153．4 6，528 189．9 47．1

40年度 14，636 161．9 7，351 213．9 50．2

41年度 167006 177．1 8，277 240．8 51．7

資料1酸保護生活実態調査、総理府家計調盛q・’且ES）

　　　　　　　　　　　　　　　＿証

8、’

で
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